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「中期経営計画」の策定に関するお知らせ 

 

 

 当社は、この度 2022 年度から 2026年度までの５ヵ年を対象とした新たな中期経営計画 

「“Beyond Our Limits” ~異次元への挑戦」を策定しましたので、お知らせいたします。 

 

 

1. 「“Beyond Our Limits” ~異次元への挑戦」で目指す姿 

 本計画では独自のビジネスモデルを一層磨き、拡大を図ることにより、厳しい環境にも負けず

大きな発展を遂げていくことで、「誇り」と「憧れ」を感じる企業グループになることを目指します。 

仲間とともに自らの限界や壁を超えた（“Beyond Our Limits”）総合金融グループとなるために  

(１)「“Social Value & Justice” comes first」を本計画における行動指針として、(２)異次元の世界を

創生するための革新的な戦略を推進してまいります。 

 

2. 本計画における行動指針「“Social Value & Justice” comes first」 

 「“Social Value & Justice” comes first」は、当社グループの「社会的価値の追求・社会的正義の遂

行なくして企業の存在価値なし」との信念に基づき、“Social Value & Justice”を全ての行動、ビジ

ネス、サービスの選択基準、前提に据えるものです。当社グループでは、“Social Value & Justice”

を、「誇り」と「憧れ」を感じる企業となるための取り組みや企業倫理、行動規範的項目などを包

含している広い概念と捉え、時代の変化とともに変化していくものであるとしております。 

 

3. 目指す地点「異次元の世界」 

 当社グループにとっての「異次元の世界」とは、現時点の限界や壁である“Our Limits”を乗り越

えた先にある地点です。「異次元の世界」へ向かうために、当社グループがこれまで培ってきた金

融力を“Next Stage”へ引き上げることに加えて、現時点では未獲得の機能や業務領域で、今後開拓

していく新たなビジネス機会である“New Bonanza”へ挑み、強力なアライアンスパートナーである

“Powerful Partners”と協力関係を築くことで、限界を突破します。それぞれが相互に連携すること

で、当社グループは異次元の成長を遂げ、価値を最大化する独自のビジネスモデルを構築するこ

とを企図しております。 

以 上 

添付資料：中期経営計画「“Beyond Our Limits” ~異次元への挑戦」 
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前経営計画

New Age’s Flag Bearer 5 ～新時代の旗手～
振り返りと課題
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B C D前経営計画の振り返りと課題A

KGIの達成状況

KGI 2017年3月末時点
2022年3月末時点

10.0

8.2
5.6

グループ預かり資産
(兆円)

300

経常利益
(億円)

132

129

ROE
(%)

10.0

7.8

7.8

8つの経営課題

競争の激化 市場の変動
顧客ニーズの
多様化

フィデューシャリー・
デューティー

デジタライゼーション 高コスト 働き方改革

コロナ対策

証券業界を取り巻く厳しい経営環境

同業他社の状況

123.9

96.9

147.9

※ 各社の公表資料より、東海東京FH作成
※ 各社の実績を、2017/3期を100として指数化。2022/3期実績を記載
※ 東海東京FGの経常利益は提携合弁証券の持分法損益を税引前に調整

100

TTFG A社 B社 C社 D社 E社 F社

純営業収益

経常利益

預かり資産



3

B C D前経営計画の振り返りと課題A

好調な個人営業部門

更なる経営基盤の強化と成長①

堅調なマーケット・法人部門

⚫ オルクドールソサエティの進展

⚫ リテール部門の堅調
AIデータベースマーケティングの高度化
ABCDセグメント戦略による営業リソースの
最適配分

⚫ IFA部門・マルチチャネル部門の業績拡大

⚫ 地銀提携証券、同業他社等のフロー拡大

⚫ 法人ビジネスの広がり

⚫ 商品ラインナップの拡充

⚫ ポジション収益の回復

フィデューシャリー・デューティーの徹底

投資銀行部門の回復

⚫ 債券引受額の拡大

⚫ IPO関与率の向上
主幹事パイプラインの積み上げ

⚫ M&Aの体制強化
外部連携推進による、
ソーシング/エグゼキューション力の強化

⚫ 「R&I 顧客本位の投信販売会社評価」
「S+」評価取得

⚫ 顧客推奨度（NPS®を利用）の上昇

今後の課題認識

⚫ ストック収益比率の向上

⚫ ソリューション営業への転換

⚫ 販売・製造部門の連携強化による、商品提供力強化

⚫ デジタル化・DX化による、業務効率性の追求

※ NPS®は、ベイン・アンド・カンパニー、フレッド・ライクヘルド、サトメトリックス・システムズの登録商標。

※ NPS®とは、「Net Promoter Score（ネット・プロモーター・スコア）®」の略で、正味推奨者比率と訳
され、 顧客ロイヤルティ（企業やブランドに対する愛着・信頼の度合い）を数値化する指標。
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B C D前経営計画の振り返りと課題A

「人間性」と「専門性」の追求 生産性革命

更なる経営基盤の強化と成長②

⚫ 「ジョブ型人事制度」導入

⚫ 研修制度の充実

⚫ 「Humanity Enhancement Program」
（ヒューマニティ エンハンスメント プログラム）を
開始

⚫ 営業店総務課集約（累計65人削減）

⚫ 業務時間削減（累計24万時間削減）
RPA、電子ワークフロー、目論見書オンデマンド等
の導入

⚫ 店舗統廃合、テレワークの活用
（城東支社への集約 等）

今後の課題認識

⚫ 新規事業を支える専門性の向上

⚫ ジョブ型人事制度の効果的な運用

⚫ 働きがい・従業員満足度の向上

今後の課題認識

⚫ 生産性向上の見える化

⚫ 業務のデジタル化・DX化の実現

⚫ グループ全体における、
管理業務機能のシェアードサービス化
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B C D前経営計画の振り返りと課題A

戦略テーマの追求

同業他社M&A
同業他社の買収や同業他社顧客への商品・サービス提供

銀行機能
総合金融グループとして銀行機能の確保

資産運用機能
資産運用会社と提携し、顧客ニーズを反映した商品組成力向上

保険機能
次世代顧客との接点の確保

•グループ内における、保険機能の更なる活用が課題
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B C D前経営計画の振り返りと課題A

4つの未来戦略

オルクドール・ソサエティ、エコシステム
"オルクドール"の金融・非金融サービス強化

東海東京デジタルワールド
最先端の技術に投資し、Fintechサービスを提供

地銀サポートプログラム
地方銀行との連携・サポート体制強化

グレート・プラットフォーム
先進的な金融機能やインフラを事業会社へ提供

•オルクドールサロンTOKYOオープン

•オルクドール・ソサエティ
コミュニティ、スタートアップ、ピッチイベント 等

•オルクドール・エコシステム
資産/ビジネス/健康/趣味など多面的な支援

• IFAビジネスの伸張
IFA契約業者数増加、預かり残高拡大

•協業協議を事業会社に拡張
本中期経営計画のPowerful Partnersに発展

•提携合弁証券2社の新規開業

•金融商品仲介業務提携を開始

4つの
未来戦略



新経営計画
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C D新たな経営計画BA

“Beyond Our Limits” ～異次元への挑戦

“Social Value & Justice”
comes first

異次元の世界
“New World”

行動指針

「誇り」と「憧れ」を感じる企業グループ

目指す地点

目指す姿

５ヵ年計画
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C D新たな経営計画BA

“Social Value & Justice”
comes first

社会的価値の追求・社会的正義の遂行なくして、企業の存在価値なし

“Social Value & Justice” comes first

SDGs/ESG

フィデューシャリー・
デューティー

人間性の尊重

情報公開・
透明性向上

公正取引

コンプライアンス
アンチ・

マネーローンダリング
アンチハラスメント

ダイバーシティ & 

インクルージョン

ウェルビーイング …

etc.

凡事徹底
よりよい
社会に

わくわく
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C D新たな経営計画BA

異次元の世界への躍進

異次元の世界
New World

通信会社 大学

不動産
地方

公共団体
電力会社

金融機関

商社 地方銀行

Powerful Partners

銀行

海外
地域
創生

不動産

資源
運用
会社

信託

New Bonanza

“Social Value & Justice” comes first

Our Limits

Next Stage
～金融力の強化TTFHTTSC

関連
会社

ウェルス リテール
マルチ
チャネル

GMC IBC
内部
管理

IFA

JV

法人

保険 デジタル



戦略の基本方針と重点施策
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D戦略の基本方針と重点施策CBA

戦略の基本方針

異次元に向けた重点施策金融力の強化

Powerful

Partners

New

Bonanza
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D戦略の基本方針と重点施策CBA

金融力の強化

金融力の強化

新市場の創生

1

安定収益構造の
確立

２

グループ会社機能の
ビジネス化

3

生産性革命

4
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D戦略の基本方針と重点施策CBA

① 新市場の創生

金融力の強化

新市場の創生
新成長市場

トレーディングモデル

先進商品
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D戦略の基本方針と重点施策CBA

法人ビジネス

IFA

投資助言・
投資一任業務

銀行

資産運用

② 安定収益構造の確立

金融力の強化

安定収益構造の
確立
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D戦略の基本方針と重点施策CBA

③ グループ会社機能のビジネス化

金融力の強化

グループ会社機能の
ビジネス化

ETERNAL

メビウス
カスタマー

サポートセンター

東海東京アカデミー
東海東京
調査センター

東海東京
ウェルス・

コンサルティング
etc.
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D戦略の基本方針と重点施策CBA

④ 第二次生産性革命

金融力の強化

第二次
生産性革命

DX 人事制度

店舗統廃合
シェアード
サービス
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D戦略の基本方針と重点施策CBA

異次元に向けた重点施策

Powerful

Partners

New 

Bonanza

Next

Stage

② グリーン・インクルージョン

⚫ エネルギー・資源・環境保全などの「グリーン」へ
アクセスする手段を、広く提供

⚫ デジタル技術を用いた金融インクルージョンを、
「グリーン」領域まで拡大

④地域サポートプログラム

⚫ 地銀・事業会社と共に、地域創生のための
金融・デジタル・グリーン機能を提供

⚫ これまでの地銀との協力関係を基に、
地域自治体・住民へと対象を拡大

①金融プラットフォーム

⚫ 東海東京FGの金融機能を、金融機関・
事業会社を通じて社会へ提供

⚫ 4つの未来戦略で培った、富裕層サービス、
地銀・事業会社向けサービス、デジタル
サービスの発展

③東海東京デジタル New ワールド

⚫ 最先端の技術に投資し、わくわくする
デジタルサービスを社会へ提供

⚫ 未来戦略の一つ「東海東京デジタルワールド」の、
一段上のフェーズへ引き上げ
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D戦略の基本方針と重点施策CBA

① 金融プラットフォーム 施策の方向性

異次元に向けた重点施策

資産形成層

証券機能

富裕層

資産運用

個人顧客

証券機能

個人顧客

先進的商品

非対面証券

STO

コンサルティング

投資一任

対面証券

非対面証券

非対面証券

STO

機能・サービス

etc.

地方銀行

金融機関

事業会社

新しい
Partners

富裕層

マス
リテール層

大企業

中小企業

etc.

証券
（対面・非対面）

銀行・ローン
信託・不動産

デジタル・STO

コンサルティング
投資一任

デジタル

信託

デジタル

デジタル
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D戦略の基本方針と重点施策CBA

自
治
体
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
・
そ
の
他

グリーン事業

② グリーン・インクルージョン 施策の方向性

異次元に向けた重点施策

CO2排出量
削減

洋上風力
発電

太陽光
発電

etc.

省エネ
設備投資

金融機能

グリーンボンド

STO

カーボン
クレジット

ファンド

ファイナンス

etc.

サービス

販売

ロボアド

コンサル
ティング

etc.

東海東京
証券

地方銀行

金融機関

事業会社

富裕層

マス
リテール層

大企業

中小企業

etc.

CHEER
証券
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D戦略の基本方針と重点施策CBA

③ 東海東京デジタル New ワールド 施策の方向性

異次元に向けた重点施策

金融プラットフォーム、グリーンインクルージョン、地域サポートプログラムの一機能として活用
グループ全体における機能・サービスの質を向上

価値向上

東海東京
FG

地方銀行

事業会社 データ利用

広告 マーケティング

システム
提供

B to B
(to C)

相互送客

ベンチャー企業への
出資

機能拡充

NFT メタバース
デジタル
バンク

スコアリング AI データ分析

システム
開発

UI/UX

機能拡充の
促進

利用者増加
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D戦略の基本方針と重点施策CBA

④ 地域サポートプログラム 施策の方向性

異次元に向けた重点施策

地域創生

自治体

証券

小口化

地域商社

人材派遣

広告
データ
連携

事業承継・
スタートアップ

支援

DX銀行 ESG投資

機能を組み合わせ、連携してソリューションを提供

リスク
マネジメント

経営支援

Powerful
Partners

地域企業金融 地域経済

地域振興環境

資産形成 地域通貨

資源・再生エネルギー 事業承継

etc.



社内体制の強化
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社内体制の強化DCBA

社内体制の強化

組織・風土 ガバナンス

リスク・コンプライアンス IT・システム

IT専門人材

適切なシステム管理

コスト削減

案件審査・予算管理強化

グループ一体の
ガバナンス

子会社の自立性

適切なバランスで両立“Social Value & Justice” の浸透

スピンアウト戦略

異次元への挑戦
を

後押し

事業領域ごとの
コンプライアンス

新規事業のリスク

グループ
モニタリング体制

予防的
リスク軽減策

クライシス
マネジメント
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社内体制の強化DCBA

人材戦略

戦略の推進・実行 従業員の活躍

人材配置

人材配置の適正化

⚫ 既存事業/新規事業・本社部門
における人材配置適正化

人材教育

教育体制強化

⚫ 社内教育制度を
さらに有機的に活用

⚫ 優秀な外部人材による
プロパー社員教育

⚫ 学びの機会を社外にも追求

人材採用

外部人材採用強化

⚫ 新規事業分野において
経験豊富な人材を採用

働きがい

従業員エンゲージメントの向上

⚫ ジョブ型人事制度を改善・定着

⚫ キャリアアップ支援の継続

⚫ 職場環境の充実

⚫ スピンアウト型報酬

⚫ インセンティブ型報酬制度

⚫ 誇りを持てる報酬レベルの実現 等

働きやすさ

多様な人材の活躍と自己実現

⚫ 「一般事業主行動計画」
女性管理職比率
育児休暇取得率 等

⚫ ロールモデルによる経験シェア活動



SDGsと本経営計画
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DCBA

東海東京FHのマテリアリティ（優先すべき重要課題）と重点施策

マテリアリティ
（優先すべき重要課題）

金融力の
強化

本経営計画の重点施策

金融
プラットフォーム

グリーン・
インクルージョン

東海東京
デジタル

New ワールド

地域サポート
プログラム

❶ 健康

○ ○

❷ 教育と働き方

○ ○

❸ 金融イノベーション

○ ○ ○ ○ ○

❹ 地域経済

○ ○ ○ ○ ○

❺環境保全

○ ○ ○ ○






